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　このコーナーでは、市内在住の１～３歳までのお子さんの写真に、お父さん・お母さんの
コメントをつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・広報広聴係 ☎４３-２１１２】までご連絡ください。
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前回登場の黒川三輪子さんからの紹介
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　題材は、日本古来の伝説の妖怪｢アマビエ｣。5歳児が1日も早く
新型コロナウイルス感染症が終息するよう願いを込めて作りまし
た。初めてマーブリングを体験し、ゆらめく色彩の美しさに感動
しながら、今話題の鬼滅風やマスク姿など一人一人考えたアマビ
エちゃんとお母さんアマビエちゃんが完成。
　4月からは小学生！明るい希望を持って進んでいけますよう、
どうかみんなを守ってくださいね！！

　いつも元気なやんちゃboy。ウルト
ラマンが大好きな鯨井家のヒーロー
です。昨年お兄ちゃんになり、ママの
お手伝いやパパと弟のお世話をして
くれます。
　明るくて優しくて面白い！そんな陽
都がみんな大好き。これからも弟の
瑛都と仲良くいっぱい遊んで成長し
てね。

かずますずき

鈴木 和真ちゃん

誠・紀子さんの二男
　優しく面倒見のいい兄といたずら
好きでわんぱくな弟。新幹線と車が
大好きで一緒に遊びながら兄のまね
をしていろんな名前を言うけれど、
いつも少しだけ間違えて笑ってしま
います。
　毎日にぎやかでケンカもしますが
２人仲良く元気に助け合いながら大
きく育ってくださいね。

半谷平方 田町
稲見 翔光・愛里紗ちゃん

いなみ かける ありさ

　最近、翔光は｢鬼滅の刃｣に夢中で
毎日炭治郎になりきっています。愛里
紗は、人見知りな部分もありますが、
おしゃべりが上手な女の子です。
　２人とも、ママのお手伝いを進ん
でやってくれ、頼りになる子たちです。
いつまでも元気に心も体も大きく育
って欲しいです。

拓也・華奈さんの長男・長女
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はるとくじらい
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